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〈設問別正答率〉

〈問題形式ごとの平均正答率〉（％）〈正答数分布グラフ〉（横軸︓正答数、縦軸︓⽣徒の割合）

正答数分布グラフから、全国（公⽴）

と比較すると、部分的に⼤きな差が⾒ら

れるところもありますが、全体的には、ほぼ

同様の分布であることが分かります。

問題形式ごとの平均正答率については、

いずれも全国との差が±1.0ポイント以内

であり、全国（公⽴）と同程度であるこ

とが分かります。

⑥ 中学校 国語A

無解答率

１一 スピーチの感想に対して先⽣が述べた⾔葉として適切なものを選択する  ２エ ○ ○ 87.6 0.2 0.0

２一 図書だよりの下書きの構成を説明したものとして適切なものを選択する  １イ ○ ○ 89.5 0.0 0.3

２二 ⼆つの意⾒の内容を⼀⽂で書き加える  ２ウ ○ ○ 62.8 -1.2 2.7

３一

「それは掛け価のない一，二秒の間のできごとである」を説明したものとして

適切なものを選択する

 １ア ○ ○ 89.3 1.1 0.1

３二 ⽗と保吉の⾔動についての説明として適切なものを選択する  １ウ ○ ○ 82.8 0.0 0.2

４一 意⾒⽂の下書きに⼀⽂を書き加える意図として適切なものを選択する  １エ ○ ○ 61.8 -1.0 0.2

４二 段落の内容を⼊れ替えて書き直す理由として適切なものを選択する  ２エ ○ ○ 78.9 -0.5 0.2

５一 本⽂の第六段落の説明として適切なものを選択する  ２イ ○ ○ 75.4 -0.9 0.4

５二 新聞紙の製造⼯程の⼀部を⾔い表したものとして適切なものを選択する  １イ ○ ○ 60.0 0.5 0.2

６一 話合いの際のメモのとり⽅の説明として適切なものを選択する  １オ ○ ○ 71.8 -0.6 0.4

６二

話合いの中で確認しなければならないことについての司会としての発言を書

く

 １オ ○ ○ 64.8 -1.0 13.6

７一 場⾯に当てはまる語句の意味として適切なものを選択する（ハナイカダ）  １(1)イ(ｲ) ○ ○ 87.6 0.3 0.5

７二 「それでは」の働きとして適切なものを選択する  １(1)イ(ｴ) ○ ○ 87.6 -0.8 0.8

８一１ 漢字を書く（紙をひもでタバねる）  ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 77.5 -1.5 14.6

８一２ 漢字を書く（舞台のマクが上がる）  ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 71.7 -1.2 15.5

８一３ 漢字を書く（先制点をユルす）  ２(1)ウ(ｲ) ○ ○ 67.4 -4.0 23.0

８二１ 漢字を読む（模型を作る）
２(1)

ウ(ｱ)

○ ○ 95.8 0.1 1.6

８二２ 漢字を読む（池の水が凍る）
２(1)

ウ(ｱ)

○ ○ 98.0 0.2 0.6

８二３ 漢字を読む（技を磨く）
２(1)

ウ(ｱ)

○ ○ 98.3 0.2 0.8

８三ア

適切な語句を選択する（⽴場の異なる両者の主張は終始⼀貫して変わ

らず，最後まで結論が出なかった）

１(1)

イ(ｳ)

○ ○ 77.3 -0.4 0.6

８三イ

適切な語句を選択する（⿂の中には群れを作って泳ぐ習性をもつものが

いる）

２(1)

イ(ｲ)

○ ○ 90.8 -0.2 0.4

８三ウ

適切な敬語を選択する（先⽣が私たちに⼤切

なことをおっしゃった）

２(1)

イ(ｱ)

○ ○ 87.6 -0.4 0.5

８三エ 適切な語句を選択する（彼はせきを切ったように話し始めた）
１(1)

イ(ｳ)

○ ○ 30.2 1.0 0.7

８三オ 適切な語句を選択する（意⾒の折り合いをつける）
１(1)

イ(ｳ)

○ ○ 60.9 -0.9 0.8

８三カ

適切な語句を選択する（わたしが健康になったのは，ひとえに⺟のおかげ

です）

１(1)

イ(ｳ)

○ ○ 62.3 -3.1 0.8

８三キ

適切な語句を選択する（姉はみんなと⼀緒に運動をすることが好きだ。⼀

方，妹は一人で本を読むことが好きだ）

１(1)

イ(ｴ)

○ ○ 95.8 0.6 0.8

８四１ 「⼼を打たれる」の意味として適切なものを選択する

３･４

(1)ア

(ｲ)

○ ○ 95.3 0.6 0.7

８四２

「心を打たれた。」を文末に用いた一文を，主語を明らかにし，「誰

（何）」の「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが分かるように書く

２(1)

イ(ｳ)

○ ○ 20.9 -1.4 6.5

８五 作品への助⾔として適切なものを選択する
１(2)

イ

○ ○ 54.6 0.2 1.1

８六１ 『韓非⼦』の中の語句の訳を抜き出す（いはく）
２(1)

ア(ｲ)

○ ○ 91.3 0.2 5.0

８六２ 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（とほさざるなし）
１(1)

ア(ｱ)

○ ○ 66.3 3.3 6.7

８六３ 『韓非⼦』の中で⽭盾していることの説明として適切なものを選択する
２(1)

ア(ｲ)

○ ○ 82.1 0.8 1.9

全国との差

設問番号 設問の概要

学習指導要領の領域 問題形式

栃木

(%)

評価の観点 正答率

話す

聞く

書く 読む 伝国 関心

話す

聞く

書く 読む 選択 短答 記述

知識

技能

栃木

(%)

選択式

(21問)

短答式

(11問)

記述式

栃　　木 76.6 74.1

全国（公⽴） 76.8 74.7

＊全国との差 -0.2 -0.6 
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○ 類型３の反応率（栃⽊）は、18.7%である。このように

解答した⽣徒は、司会である⾕さんの「意⾒を述べる際には、

その⽅法がよいと考える理由も⾔ってください。」という発⾔に

着目することができていなかったり、⿊川さんと⽊村さんの発⾔

に理由が不⾜していることを捉えることができていなかったりする

ものと考えられる。

また、⿊川さんと⽊村さんの発⾔に理由が不⾜していること

を捉えてはいるが、相手に伝わるように表現することができてい

ないものと考えられる。

(平成30年度全国学⼒・学習状況調査報告書 P.46、47参照)

司会を⽴てて話合いを⾏う際は、司

会の役割を意識できるようにする必要

があります。そこで、具体的な場面を設

定して、進⾏の仕⽅や参加者への声の

かけ方など、司会の果たす役割を考え

させることが⼤切です。

また、司会以外の⽴場で参加する生

徒にも、話合いが課題の解決に向かう

ような進め方を提案させたり、話合いが

効率よく進むような発言をさせたりするこ

とが⼤切です。

【解答類型】 栃木 (全国・公立)
◎1. 条件①、②を満たして解答しているもの ６４．８ （６５．８）
2. 条件①を満たし、条件②を満たさないで解答しているもの ０．２ （ ０．１）
3. 条件②を満たし、条件①を満たさないで解答しているもの １８．７ （１７．８）
4. 上記以外の解答 ２．７ （ ３．０）

正答率 ６４．８％ (６５．８％)
無解答率１３．６％ (１３．３％)

大問６二
〔第１学年〕 話すこと・聞くこと オ
趣旨：話合いの話題や方向を捉えて的確に話すことができるかどうかをみる。

【正答の条件】 次の条件を満たして解答している。
① 黒川さんと木村さんのそれぞれの理由を確認しなければならない
ことが分かるように書いている。

② 「黒川さんと木村さんは、」に続けて、実際に話すように適切に書
いている。
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〈設問別正答率〉

〈問題形式ごとの平均正答率〉（％）〈正答数分布グラフ〉（横軸︓正答数、縦軸︓⽣徒の割合）

正答数分布グラフから、全体的に全国

(公⽴)とほぼ同様の分布ですが、正答数

が多い生徒の割合は、栃木県(公⽴)の方

が少ないことが分かります。

問題形式ごとの平均正答率については、

選択式・記述式問題において、いずれも全

国との差が±1.0ポイント以内であり、全国

(公⽴)と同程度であることが分かります。

⑦ 中学校 国語B

無解答率

１一

グラフから分かることについて⽂章中で説明しているものとして適切な

ものを選択する

１

イ

○ ○ 45.2 -0.7 0.1

１二

複数の辞書を引⽤して「天地無⽤」の意味を⽰す効果として適切な

ものを選択する

１

エ

○ ○ 63.7 -0.6 0.2

１三

「天地無⽤」という⾔葉を誤った意味で解釈してしまう⼈がいる理由

を書く

２

ウ

１

イ

○ ○ ○ ○ 12.2 -1.1 6.7

２一 ⼆⼈の質問の意図として適切なものを選択する

１

エ

○ ○ 86.6 -0.2 0.1

２二 二人に続いてする質問を書く

１

エ

○ ○ ○ 88.7 0.4 5.4

２三

ロボットに期待することを述べて発表をまとめる際の話の進め方として

適切なものを選択する

１

イ

○ ○ 54.0 -0.6 0.4

３一 登場⼈物についての説明として適切なものを選択する

１

ウ

○ ○ 79.3 -0.9 0.3

３二 ⽂章中の表現について語った⼈物として適切なものを選択する

２

イ

○ ○ 67.0 -1.2 0.3

３三 話のあらすじを学級の友達にどのように説明するかを書く

１

ウ

１

イ

２(1)

ア(ｲ)

○ ○ ○ ○ ○ 49.2 0.0 11.0

栃木

(%)

設問番号

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

話す

聞く

正答率

書く 読む 伝国 関心

話す

聞く

書く 読む

知識

技能

選択 短答 記述

栃木

(%)

全国との差

設問の概要

選択式

(６問)

短答式

記述式

(３問)

栃　　木 66.0 50.0

全国（公⽴） 66.7 50.3

＊全国との差 -0.7 -0.3 
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○ 類型２の反応率（栃⽊）は18.3%、類型３は19.0％

であり、これらの生徒は、目的に応じて、文章の内容の一部を

捉えることはできているが、文章の構成や展開を踏まえ、必要

かつ十分な内容を捉えることができていない。

類型２については、「また」や「『落書き』や『⽴ち⼊り』とは違っ

て」という表現で始まる段落に着目することができていないものと

考えられる。類型３については、「このように」という表現で始ま

る段落に着目することができていないものと考えられる。

(平成30年度全国学⼒・学習状況調査報告書 P.70、71参照)

目的に応じて文章の内容を的確に読み

取らせる際は、文章の中心的な部分と付

加的な部分、事実と意⾒などとを読み分け、

文章の構成や展開を捉えて内容を理解で

きるようにすることが⼤切です。

また、説明や記録の文章で、図表が使わ

れている場合は、図表が文章のどの部分と

関連しているのかを確認させるなどして、書

き手の伝えたい内容をより的確に読み取ら

せることが⼤切です。

大問１三
〔第１学年〕 読むことイ 〔第２学年〕 書くことウ
趣旨：目的に応じて文章を読み、内容を整理して書くことができるかどうかをみる。

正答率 １２．２％
(１３．３％)

無解答率 ６．７％
( ７．０％)

【正答の条件】
次の条件を満たして解答している。
① 以下のａ、ｂのうち、一つ以上
の内容を適切に取り上げて書い
ている。
ａ 「してはならないこと」という意
味を表す際に、現在は「無用」
以外の表現を用いるようにな
っている。

ｂ 「無用」という言葉に、「しては
ならないこと」という意味での
使い方があること自体が分か
りにくくなっている。

② 以下のａ、ｂのうち、一つ以上
の内容を適切に取り上げて書い
ている。
ａ 「天地無用」には、「逆にす
る」に当たる意味が省略されて
いる。

ｂ 「逆にすること」が省略されて
いることに気付かないと、「天
地無用」の「無用」の意味を、
「してはならないこと」以外の意
味でとらえてしまう。

【解答類型】 栃木 (全国・公立)
◎1. 条件①、②を満たして解答 １２．２（１３．３）

しているもの
2. 条件①を満たし、条件②を １８．３（１８．９）
満たさないで解答しているもの
3. 条件②を満たし、条件①を １９．０（２０．１）
満たさないで解答しているもの
4. 上記以外の解答 ４３．９（４０．７）
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〈設問別正答率〉

〈問題形式ごとの平均正答率〉（％）〈正答数分布グラフ〉（横軸︓正答数、縦軸︓⽣徒の割合）

正答数分布グラフを⾒ると、正答数が８割

（29問）以上である生徒の割合が、全国

（公⽴）に比べて少ないことが分かります。

問題形式ごとの平均正答率については、選

択式・短答式問題において、いずれも全国

（公⽴）より1.0ポイント以上、下回っている

ことが分かります。

⑧ 中学校 数学A

選択式

(18問)

短答式

(18問)

記述式

栃　　木 60.1 69.0

全国（公⽴） 61.5 70.7

＊全国との差 -1.4 -1.7 
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大問１ 類型２の反応率は、21.6%である。この中には、

（３）（－５
２
）を(－５)×(－５)と誤って捉え、

２×(－５)×(－５)と計算した生徒がいると考えられる。

大問11 yの増加量について、類型2から、式y＝2x＋7におけ

（１) る2と混同したり、類型5から、x=4のときのyの値を求め

たりするなど、誤って捉えている生徒がいると考えられる。

大問11 類型１の反応率は、28.9％である。この中には、一次

（２） 関数y＝－2x＋6のグラフについて、xの係数が負の数

にもかかわらず、右上がりの直線になると捉えている生徒

や、式の－２と６が、それぞれグラフとx軸との交点のx

座標、グラフとy軸との交点のy座標になると捉えている

生徒がいると考えられる。

正の数と負の数の計算では、指数の意味や

計算の順序を理解し、確実に計算できるように

することが⼤切です。指導に当たっては、誤りの

ある計算例を取り上げ、間違いについて検討、

修正させる活動が考えられます。

一次関数の学習では、表、式、グラフの特徴

を相互に関連付けて理解できるようにすることが

⼤切です。指導に当たっては、増加量、変化の

割合、切⽚などを求める際、形式的にならない

よう留意するとともに、具体的な事象と関連付

けて、その意味を説明させるなどの活動が考え

られます。

正答率 ５２．８％ (５６．３％)
無解答率 ０．９％ ( ０．９％)

大問１（３） 〔第１学年〕 Ａ数と式（１）ウ
趣旨：指数を含む正の数と負の数の計算ができるかどうかをみる。

【解答類型】 栃木 (全国・公立)
◎ 1. －５０ ６３．０（６８．９）

2. ５０ ２１．６（１８．８）
3. －２０ ６．５（ ５．０）
4. ２０ ２．５（ １．９）
5. 上記以外の解答 ５．５（ ４．３）

正答率 ６３．０％ (６８．９％)
無解答率 ０．９％ ( １．０％)

正答率 ４２．５％ (４５．３％)
無解答率１６．４％ (１４．８％)

大問１１（１） 〔第２学年〕 Ｃ関数（１）イ
趣旨：一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、ｘの値の増加に伴うｙの増加量を求めることができるかどうかをみる。

【解答類型】 栃木 (全国・公立)
◎ 1. ６ ４２．５（４５．３）

2. ２ ５．４（ ５．８）
3. ３ ２．４（ ２．５）
4. ９ ０．５（ ０．５）
5. １５ ５．６（ ５．１）
6. ７ １．３（ １．２）
7. ９から１５ ３．８（ ３．４）
8. 上記以外の解答 ２２．１（２１．４）

大問１１（２） 〔第２学年〕 Ｃ関数（１）イ
趣旨：一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、ａとｂの値とグラフの特徴を関連付けて理解しているかどうかをみる。

【解答類型】 栃木 (全国・公立)
1. ア ２８．９（２５．９）
2. イ ４．１（ ３．９）
3. ウ ７．３（ ７．３）
4. エ ５．９（ ５．６）

◎ 5. オ ５２．８（５６．３）
6.  上記以外の解答 ０．１（ ０．１）
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〈設問別正答率〉

〈問題形式ごとの平均正答率〉（％）〈正答数分布グラフ〉（横軸︓正答数、縦軸︓⽣徒の割合）

正答数分布グラフから、全国（公⽴）

に比べて、正答数の多い生徒の割合が

少ないことが分かります。

問題形式ごとの平均正答率については、

記述式問題において、全国（公⽴）よ

り1.0ポイント以上、下回っていることが分

かります。

⑨ 中学校 数学B

＊ 評価の観点は，数量や図形に関する技能（⼩学校）に対応させている。

選択式

(２問)

短答式

(７問)

記述式

(５問)

栃　　木 61.8 55.6 26.4

全国（公⽴） 61.5 56.2 27.9

＊全国との差 0.3 -0.6 -1.5 

無解答率

１（１）

全校生徒３００人に対する上位４曲を回答した生徒数の割合を

求める

小5

数量

(3)

1(1)

イ

○* ○ 53.7 -2.0 11.8

１（２） 放送計画で，１⽇目がＡ，２⽇目がＢになる確率を求める
2(1)

ｱ,ｲ

○ ○ 42.4 -1.5 8.0

１（３）

全校よりも１年⽣の回答⽤紙によるくじ引きの⽅が曲Ｆが選ばれや

すいことの理由を確率を⽤いて説明する

2(1)

イ

○ ○ 33.0 -3.2 27.0

２（１） はじめの数が１０のときの計算結果を求める
1(1)

ウ

○ ○ 88.9 -0.6 4.7

２（２）

はじめの数としてどんな整数を入れて計算しても，計算結果はいつで

も４の倍数になる説明を完成する

2(1)

ｲ,ｳ

○ ○ 36.8 -0.7 25.1

２（３）

計算の順番を入れ替えたものを選択し，その計算結果が何の倍数

になるかを求める

2(1)

ｲ,ｳ

○ ○ 68.0 -0.3 1.0

３（１）

列⾞の運⾏のようすが直線で表されていることの前提となっている事

柄を選ぶ

2(1)

ｲ,ｴ

○ ○ 69.3 1.7 0.4

３（２）

グラフから，列⾞のすれ違いが起こる地点のＡ駅からの道のりを求め

る

2(1)

ｲ,ｴ

○ ○ 77.5 -0.2 7.0

３（３）

Ａ駅からの道のりが６ｋｍの地点において，列⾞アが通ってから列

⾞エが通るまでの時間をグラフから求める⽅法を説明する

2(1)

ｲ,ｴ

○ ○ 13.1 -0.1 35.3

４（１） 証明されたことから，新たにわかることを選ぶ
2(2)

ウ

○ ○ 54.4 -1.0 0.6

４（２）

平⾏四辺形ＡＢＣＤの外側に２つの点Ｅ，Ｆを取っても，四角

形ＥＢＦＤは平⾏四辺形となることの証明を完成する

2(2)

ｲ,ｳ

○ ○ 40.5 -1.9 5.3

４（３）

平⾏四辺形ＡＢＣＤを正⽅形ＡＢＣＤに変えたときの四角形Ｅ

ＢＦＤがどのような四角形になるかを説明する

2(2)

ウ

○ ○ 41.0 -1.3 25.0

５（１）

Ｓ社の団体料⾦が通常料⾦の何％引きになっているかを求める式を

書く

小5

数量

(3)

○* ○ 17.9 1.9 25.8

５（２）

通常料⾦をaとしたときの団体料⾦の１０⼈分が通常料⾦の何⼈

分にあたるかを求める計算からわかることを選び，その理由を説明す

る

2(1)

イ

○ ○ 8.3 -2.1 5.8

短答 記述

栃木

（％）

全国との差

設問番号

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

栃木

(%)

設問の概要

正答率

数と式 図形 関数

資料の

活用

関心

⾒⽅

考え方

技能

知識

理解

選択
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○ 類型７の反応率は、9.5%である。この中には、列⾞

の通過時刻とその差に着目したものの、グラフのy座標が6

であることや、通過時刻の差をグラフのxの値の差として表

現できなかった生徒がいると考えられる。

○ 類型９の反応率は、15.9％である。この中には、列

⾞アと列⾞エのグラフのy座標が6である点に着目したもの

の、xの値の差を求めることや、２点間のx軸⽅向の距離

を読みとることを表現できなかった生徒がいると考えられる。

○ 類型11の反応率は、12.4％である。このように解答

した生徒は、グラフを用いることは記述しているが、その用い

方については記述できなかったと考えられる。

問題解決の方法については、「用いるもの」と「用

い方」を数学的な表現で説明できるようにすることが

⼤切です。その際、複数の説明の例を提⽰して、

「用いるもの」と「用い方」を明確に説明できている

共通点を検討させたり、より適切な表現に修正させ

たりする活動が考えられます。

また、解決⽅法の⾒通しをもたせてから問題の解

決に取り組ませるとともに、解決方法を振り返る活

動を位置付けることで、互いの解決方法及び方法

の説明の仕方について、比較検討させる活動の工

夫が考えられます。

【解答類型】※一部抜粋 栃木 (全国・公立)
◎1. （ａ）、（ｂ）について記述しているもの 1．４ （ １．６）
○2. （ａ）について、ｙを用いた記述がなく、

（ｂ）について記述しているもの ０．１ （ ０．２）
○3. （ｂ）についての記述が十分でなく、

（ａ）について記述しているもの ８．７ （ ８．６）
◎4. （ａ）、（ｃ）について記述しているもの

０．１ （ ０．１）
○5. （ａ）について、ｙを用いた記述がなく、

（ｃ）について記述しているもの ０．０ （ ０．１）
○6. （ｃ）についての記述が十分でなく、

（ａ）について記述しているもの ２．８ （ ２．６）
7. （ａ）について、ｙを用いた記述がなく、
（ｂ）についての記述が十分でないもの

９．５ （１１．０）
8. （ａ）について、ｙを用いた記述がなく、

（ｃ）についての記述が十分でないもの
３．５ （ ３．７）

9. （ａ）のみ記述しているもの
（ｙを用いた記述がないものも含む）

１５．９ （１６．１）
10. （b）のみ記述しているもの
（(b)についての記述が十分でないもの
も含む） ３．２ （ ３．４）

11. グラフを用いることについて記述して
いるが、(a)、(b)、(c)についての記述が
ない １２．４ （１２．１）

12. 上記以外の解答 ７．０ （ ７．２）

【正答の条件】
次の（ａ）、（ｂ）または（ａ）、（ｃ）について記述している
もの。
（ａ）列車アと列車エのグラフのｙ座標が６である

点に着目すること。
（ｂ）上記（ａ）に対応するｘの値の差を求めること。
（ｃ）上記（ａ）に対応する２点間のｘ軸方向の距離

を読むこと。

大問３（３） 〔第２学年〕 Ｃ関数（１）イ、エ
趣旨：事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる。

正答率 １３．１％ (１３．２％)
無解答率３５．３％ (３３．４％)
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〈設問別正答率〉

〈問題形式ごとの平均正答率〉（％）〈正答数分布グラフ〉（横軸︓正答数、縦軸︓⽣徒の割合）

正答数分布グラフを⾒ると、正答数の

多い生徒の割合が、全国（公⽴）に比

べて多いことが分かります。

問題形式ごとの平均正答率については、

選択式・短答式・記述式問題において、

いずれも、全国との差が±1.0ポイント以

内であり、全国（公⽴）と同程度である

ことが分かります。

⑩ 中学校 理科

選択式

(17問)

短答式

(４問)

記述式

(６問)

栃　　木 71.9 69.8 49.7

全国（公⽴） 70.9 70.2 50.1

＊全国との差 1.0 -0.4 -0.4 

無解答率

１（１） ○

(1)

ア(ｱ)

○ ○ 62.3 0.6 0.1

１（２） ○

(1)

ア(ｱ)

○ ○ 74.6 0.9 0.2

２（１） ○

(3)

ウ(ｲ)

○ ○ 87.0 0.8 0.0

２（２）

低い濃度

○

(2)

イ(ｱ)

○ ○ 76.0 -0.5 1.0

２（２）

3.0％の

濃度

○

(2)

イ(ｱ)

○ ○ 49.2 2.3 1.1

２（３） ○

(3)

ウ(ｲ)

○ ○ 81.2 1.5 0.1

２（４） ○

(3)

ウ(ｲ)

○ ○ 62.6 1.3 9.5

３（１） ○

(4)

ア(ｱ)

○ ○ 39.3 1.8 0.2

３（２） ○

(4)

ウ(ｱ)

○ ○ 70.2 2.9 0.3

３（３） ○

(4)

ウ(ｱ)

○ ○ 49.8 -2.5 8.2

４（１） ○

(2)

ア(ｱ)

○ ○ 76.3 2.9 0.3

４（２） ○

(4)

イ(ｲ)

○ ○ 42.6 -1.5 16.4

４（３） ○

(4)

イ(ｱ)

○ ○ 48.0 -1.4 16.7

５（１） ○

(3)

イ(ｲ)

○ ○ 58.6 1.4 6.7

５（２） ○

(3)

イ(ｲ)

○ ○ 63.5 0.7 0.3

６（１） ○

(3)

ア(ｱ)

○ ○ ○ 70.6 0.1 0.2

６（２）

電流

○

(3)

ア(ｱ)

○ ○ 75.6 -1.6 12.2

６（２）

抵抗

○

(3)

ア(ｲ)

○ ○ 50.9 -1.0 15.2

６（３） ○

(3)

ア(ｳ)

○ ○ 91.7 0.3 0.5

７（１） ○

(2)

ア(ｲ)

○ ○ 57.4 2.3 0.3

７（２） ○

(2)

ア(ｲ)

○ ○ 79.5 1.0 0.4

７（３） ○

(1)

ア(ｳ)

(2)

ア(ｲ)

○ ○ 94.2 -0.2 3.6

８（１） ○

(4)

ア(ｲ)

○ ○ 82.4 -1.1 0.4

８（２） ○

(4)

イ(ｳ)

○ ○ 71.9 -0.1 0.4

８（３） ○

(4)

イ(ｳ)

○ ○ ○ 74.2 0.2 21.7

９（１） ○

(1)

イ(ｲ)

○ ○ 89.6 1.6 0.4

９（２） ○

(4)

ア(ｱ)

○ ○ 21.1 1.7 21.5

部屋に⾒⽴てた容器に植物を⼊れて湿度の変化を科学的に探究す

る場⾯において，蒸散と湿度に関する知識，問題解決の知識・技

能を活用することができるかどうかをみる

図書便りに紹介されていたファラデーの「ロウソクの科学」を読んで，ガ

スバーナーを使った燃焼を科学的に探究する場面において，実験器

具の操作や化学変化と原⼦・分⼦，条件制御の知識・技能を活

用することができるかどうかをみる

「運転中に運転士に話しかけるとブレーキを踏むのが遅れるのではな

いか」という予想を科学的に探究する場⾯において，刺激と反応につ

いての知識と⾃然の事物・現象を実験の装置や操作に対応させたモ

デル実験の知識・技能を活⽤することができるかどうかをみる

⾃転⾞のライトの⾖電球型のＬＥＤが⾖電球に⽐べて明るく点灯し

たことに疑問をもって科学的に探究する場⾯において，電流・電圧と

抵抗及び電⼒と発⽣する光の明るさとの関係に関する知識・技能を

活用することができるかどうかをみる

緊急地震速報による避難訓練の後，地震を科学的に探究する場

面において，地震の揺れの伝わり方や光と音の伝わり方に関する知

識・技能を活⽤することができるかどうかをみる

全国との差

栃木

(%)

光の反射を利⽤した「テレプロンプター」のモデルを作って科学的に探

究する場面において，光の直進や反射の幾何光学的な規則性につ

いての知識・技能を活⽤することができるかどうかをみる

理科通信のアサリに興味をもち，アサリが出す砂の質量は何に関係

しているのかを科学的に探究する学習場面において，水溶液の濃さ

や無脊椎動物に関する知識，問題解決の技能を活⽤できるかどう

かをみる

火を使わないで発熱する商品の仕組みを科学的に探究して実験

ノートにまとめる場⾯において，化学変化と熱についての知識と問題

解決の知識・技能を活⽤することができるかどうかをみる

また，探究の過程を振り返り，新たな疑問をもち問題を⾒いだし探

究を深めようとしているかどうかをみる

コンピュータを使ったシミュレーションで台風の進路や風向を科学的に

探究する場⾯において，⽇本の天気の特徴に関する知識と観測⽅

法や記録の仕⽅に関する知識・技能，条件制御の知識・技能を活

用することができるかどうかをみる

正答率

知識 活用 物質 エネルギー 生命 地球 関心

思考

表現

技能

問題形式

選択 短答 記述

栃木

(%)

設問番号 設問の概要

枠組み 学習指導要領の領域 評価の観点

知識

理解
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〇 類型７の反応率（栃⽊）は、20.8％である。このよ

うに解答した⽣徒は、空気調節ねじで空気の量を変化さ

せたとき、それに伴って変化してしまうものを挙げており、「変

えない条件」を指摘できていないといえる。

○ 類型８の反応率（栃⽊）は、4.6％であり、類型０

の反応率（栃⽊）は、16.4％である。これらの類型に当

てはまる解答をした生徒は、「変える条件」や「変えない条

件」について自分の考えをもつことができていない、あるいは、

問われている内容を適切に捉えることができていないと考え

られる。

【解答類型】 ※一部抜粋
◎ 1. （ａ）を満たしているもの ［例］金網の位置、金網とガスバーナー（円筒）の距離など
◎ 2. （ｂ）を満たしているもの ［例］炎に金網を当てる時間、時間など
○ 3. （ａ）及び（ｂ）を満たしているもの ［例］金網の位置と炎に当てる時間など

7. 炎に関して当てる時間以外について記述しているもの
［例］ 炎の大きさ、炎の色、炎の勢いなど

8. 変える条件、変えない条件として示されている条件を記述しているもの
［例］ 空気の量、ガスの量など

0. 無解答

正答率
４２．６％ (４４．１％)
無解答率
１６．４％ (１５．５％)

【正答の条件】
次の（ａ）又は（ｂ）を満たして
いる。

（ａ）金網の位置（高さ）や種類
について記述しているもの。

（ｂ）炎に金網を当てる時間に
ついて記述しているもの。

大問４（２）
〔第２学年〕 第一分野 (4)化学変化と原子・分子
趣旨：条件制御の知識・技能を活用して、ガスバーナーの空気の量を変えて炎の色と金網に付くススの量を調べる
実験を計画する際に、「変えない条件」を指摘することができるかどうかをみる。

栃木 （全国・公立）
３０．３ （３０．４）
１２．２ （１３．７）
０．１ （ ０．１）

２０．８ （１９．７）

４．６ （ ４．２）

１６．４ （１５．５）

⼩学校で育成する問題解決の能⼒を、中学

校の学習で意図的に活用し、観察・実験を構

想させることは、科学的に探究する能⼒の基礎

や態度を育成する上で⼤切です。

指導に当たっては、教師が「変える条件」と

「変えない条件」について問い、生徒に自分の

考えをもたせた上で、考えを検討・改善できるよ

うに話し合いながら、実験の計画を⽴てるなどと

いった学習場面を設定することが考えられます。


